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発行者

鳥取県江府町

電話江尾㈹75－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（1月31日現在）

世帯数1朗0世帯
人　口　4β08人
前月比－1
（男）　2323
（女）　糾85

出　生　　5
（男）　　4

（女）　　1
転　入　　1

（男）　　1

（女）　　0
転　出　　3

（男）　　1
（女）　　2

死　亡　　　4

（男）　　0
（女）　　　4

江　　府　　町　　報

．
8
8
自
作
そ
り

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ⅲ
奥
大
山

2

4
チ
ー
ム
が
参
加

▲　奥大山スキー場で2月21日、江府町ヤングネットワーク（浜本
伸介会長）主催の「自作そり大会」が開かれ、町内外から24チー
ムが参加、ユニークな手づくりそりで150メートルのコースに挑
みました。

「
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
各
種
団
体

の
わ
く
を
こ
え
た
町
内
の
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
、
ま
た
小
さ
な
じ
げ
お
こ
し
の

団
体
で
す
。

こ
の
た
び
こ
の
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

の
「
8
8
自
作
そ
り
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
m
奥
大
山
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
事
業
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
資
金
、

競
技
内
容
な
ど
と
ま
ど
う
こ
と
も
多
く
、
ま
た

暖
冬
雪
不
足
も
重
な
っ
て
苦
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
連
日
の
準
備
、
熱
意

と
各
事
業
所
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
大
成
功
の

う
ち
に
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
夏
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
第
二
回
、

第
三
回
と
町
内
外
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
有
意

義
な
事
業
を
計
画
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

（
本
町
三
丁
目
　
小
谷
　
幸
之
介
）
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▲健診で早期発見を

受　診　率

川
筋

日
光
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男
男
男
男
男

（γ地区）蓬　莱
江尾地区　78．2％
米沢地区　74．5％
日光地区　85．9％
川筋地区　92．5％
俣野地区　79

受
診
率
八
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
…
…

6
2
年
度
住
民
健
診
ま
と
ま
る

…
…
相
変
ら
ず
多
い
高
血
圧

七
月
か
ら
十
一
月
に
、
各
部
落
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
た
住
民
健
診
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
地
区
別
、
男
女
別
に
疾
病
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第214号

ま
ず
受
診
状
況
か
ら
み
て
み
ま
　
率
は
八
〇
・
四
漂
、
男
女
別
に
み

し
ょ
う
。

対
象
者
一
、
五
三
六
人
の
内
、

受
診
者
は
一
、
二
三
五
人
で
受
診

て
み
る
と
、
男
性
対
象
者
は
五
八

六
人
中
四
三
三
人
が
受
診
、
受
診

率
は
七
三
・
九
漂
、
女
性
対
象
者

∵
■

は
九
五
〇
人
で
八
〇
二
人
が
受
診
、

受
診
率
は
八
四
・
四
鳥
と
女
性
の

方
が
受
診
状
況
が
よ
い
と
い
う
こ

と
に
を
り
ま
す
。

地
区
別
の
受
診
の
状
況
は
右
表

の
と
お
り
で
す
。

三
人
に
一
人
が

高
血
圧
症

疾
病
の
内
容
は
、
高
血
圧
症
、

高
脂
血
症
、
貧
血
症
、
肥
満
な
ど

で
す
が
、
相
変
ら
ず
多
い
の
が
高

血
圧
症
で
す
。
高
血
圧
症
は
、
W

H
O
（
世
界
保
健
機
構
）
　
の
値
に

基
づ
い
て
最
高
血
圧
一
六
〇
、
最

低
血
圧
九
五
以
上
の
人
と
、
現
在

㊧

町

長

日

誌

4
日
月

5
日
㈹

6
日
水

7
日
木

8
日
励

9
日
也

1
0
日
㈲

1
1
日
㈲

12
日
㈹

1
3
日
㈱

1
4
日
㈲

1
5
日
働

1
6
日
出

＊
1
　
月

仕
事
始
め

在
　
勤

消
防
出
初
式

在
　
勤
、
米
沢
小
学
校

校
区
問
題
会
議

天
神
ば
や
し
初
打
式
、

町
商
工
会
経
済
懇
話
会

在
　
勤
、
米
沢
小
学
校

校
区
問
題
会
議

江
尾
区
自
衛
消
防
隊
出

初
式
、
町
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会

西
部
町
村
長
会

御
机
木
谷
水
路
完
成
式

県
陳
情
、
選
挙
管
理
委

員
会

農
業
委
員
会
、
町
教
育

委
員
会

成
人
式
並
び
に
顕
彰
式

池
の
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
完
成
祝
、
江
尾
大
区

役
員
来
庁
、
入
札

農
協
婦
人
大
会
並
び
に

家
の
光
大
会

中
国
電
力
㈱
管
理
職
送

別
会

農
業
災
害
補
償
法
施
行

四
十
周
年
記
念
大
会
、
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血
圧
値
は
良
い
け
れ
ど
も
治
療
を

し
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

受
診
者
一
、
二
三
五
人
中
、
四
八
六

人
で
三
九
・
四
瑳
約
三
人
に
一
人
）

が
高
血
圧
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
別
で
い
え
ば
、
男
性
四
三

三
人
中
高
血
圧
者
は
一
七
一
人
で

三
九
・
五
漂
、
女
性
は
八
〇
二
人

中
三
一
五
人
で
三
九
二
二
鳥
と
あ

ま
り
男
女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
地
区
別
に
す
る
と
江
尾
地
区

三
二
・
八
鳥
（
男
三
六
・
四
漂
、

女
三
一
・
一
律
）
、
米
沢
地
区
四

㌻
六
詫
（
男
三
八
・
六
鴇
、
女

㊧

四
三
二
一
漂
）
、
川
筋
地
区
四
五

・
三
川
圧
（
男
四
五
・
五
押
“
、
女
四

五
二
二
詫
）
、
俣
野
地
区
三
五
・

八
詫
（
男
三
八
・
二
鳥
、
女
三
四
・

四
詫
）
、
日
光
地
区
四
七
・
五
詫

（
男
四
〇
・
四
漂
、
女
五
二
・
〇

㍍
）
で
日
光
地
区
が
一
番
高
く
、

グ
ラ
フ
に
表
わ
す
と
表
一
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

特
に
日
光
地
区
の
女
性
は
受
診

者
の
半
分
以
上
が
高
血
圧
症
と
い

う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

女
性
に
多
い
高
脂
血
症
と
貧
血

血
液
検
査
の
結
果
、
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
二
三
〇
以
上
あ
る

人
が
高
脂
血
症
で
す
。
（
正
常
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
一
三
〇
～
二

三
〇
未
満
）

健
診
で
は
受
診
老
中
五
三
人
が

高
脂
血
症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
四
三
三

人
中
九
人
（
二
二
詫
）
、
女
性

は
八
〇
二
人
中
四
四
人
（
五
・
五

詫
）
で
高
率
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

高
脂
血
症
の
場
合
は
女
性
が
男
性

の
二
倍
以
上
と
い
う
こ
と
に
在
り

ま
す
。

地
区
別
で
は
、
表
二
の
と
お
り

で
す
が
、
江
尾
地
区
六
・
〇
詫
（
男

〇
・
八
結
、
女
八
・
五
詫
）
、
米

沢
地
区
五
二
一
琵
（
男
四
・
四
霊
、

女
五
・
六
詫
）
、
日
光
地
区
三
・

三
詫
（
男
二
二
霊
、
女
四
・
〇

江　　府

表1－高血圧者の割合

（％也区）蓬　莱　晃　毘

表2－コレステロールの

高い人の割合

保　　　全
野　　　体

詫
）
、
川
筋
地

区
一
・
七
詫
（
男

全
体
一
二
霊
、
女

二
・
〇
詫
）
、

俣
野
俣
野
地
区
二
・

六
雷
（
男
一
・

八
霊
、
女
三
・

川
筋
一
霊
）
と
な
り
、

江
尾
地
区
女
性

日
光
　
は
八
・
五
霊
で

他
地
域
よ
り
も

多
い
と
い
う
こ

米
沢
　
と
に
な
り
ま
す
。

県
町
村
会
事
務
局
来
庁

2
0
日
㈱
　
広
域
行
政
管
理
組
合
正

副
管
理
者
会
、
本
町
五

丁
目
役
員
来
庁

2
1
日
㈹
　
商
工
会
惑
々
会

2
2
日
也
　
在
　
勤
、
川
上
村
村
長

来
庁

2
3
日
出
　
農
協
会
議

2
4
日
㈲
　
町
婦
人
大
会

2
5
日
㈲
　
町
議
会
臨
時
会

2
6
日
㈹
　
中
国
電
力
俣
野
川
発
電

所
建
設
所
開
所
式
、
洲

河
崎
老
人
ク
ラ
ブ
会
議

2
7
日
㈱
　
大
蔵
省
会
計
検
査

2
8
日
㈹
　
在
　
勤

2
9
日
励
　
助
沢
道
路
完
成
式

3
0
日
出
　
臨
時
町
村
長
会
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ま
た
、
貧
血
の
検
査
で
は
受
診

者
一
、
二
三
五
人
中
一
八
二
人
（
一

四
・
七
霊
）
が
貧
血
者
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
貧
血
は
、
血
液
中
の

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
値
で
女
性
二
・

〇
、
男
性
一
三
・
〇
以
下
の
人
を

い
い
ま
す
。

男
女
別
に
み
る
と
男
性
四
三
三

人
中
五
五
人
（
一
二
・
七
詫
）
、

女
性
八
〇
二
人
中
一
二
七
人
二

五
・
八
紹
）
と
女
性
が
男
性
に
比

べ
て
多
く
を
っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
で
は
、
江
尾
地
区
一
五

・
三
詫
（
男
一
〇
・
一
霊
、
女
一

七
・
八
㍑
）
、
米
沢
地
区
二
一
・

二
詫
（
男
二
・
四
霊
、
女
一
二

・
七
詫
）
、
川
筋
地
区
一
三
二
ハ

霊
（
男
一
四
・
八
霊
、
女
一
二
・

八
詫
）
、
俣
野
地
区
二
二
・
五
琵

（
男
二
一
・
八
托
、
女
二
二
・
九

詫
）
、
日
光
地
区
一
二
二
二
詫

（
男
八
・
五
托
、
女
一
四
・
七
詫
）

で
俣
野
地
区
が
高
率
を
し
め
し
て

い
ま
す
。
（
表
三
）

三
二
五
人
が
ふ
と
り
す
ぎ

全
体
の
一
〓
ハ
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
身
長
－
一
〇
〇
）
　
×
〇
・
九
で

で
た
数
値
の
二
〇
霊
以
上
を
こ
え

た
人
を
肥
満
者
と
い
い
ま
す
。

特
に
女
性
に
は
気
に
を
る
肥
満

で
す
が
、
受
診
者
一
、
二
三
五
人

中
三
二
五
人
の
二
六
・
三
霊
が
肥

満
者
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
別
に
み
て
み
る
と
、
男
性

受
診
者
四
三
三
人
中
五
三
人
で
一

町　　報

二
二
一
詫
で
す
が
女
性
は
八
〇
二

人
中
二
七
二
人
で
三
三
・
九
霊
と
、

三
人
に
一
人
が
ふ
と
り
す
ぎ
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
男
性
の
約
三
倍

の
率
に
な
り
ま
す
。

地
区
別
で
は
、
江
尾
地
区
二
九

・
八
詫
（
男
一
四
・
〇
漂
、
女
三

七
・
四
詫
）
、
米
沢
地
区
二
五
・

四
詫
（
男
一
四
・
〇
ば
、
女
三
一

・
五
琵
）
、
日
光

地
区
一
五
・
六

詫
（
男
二
・
一

ひとこと

＊
主
治
医
の
指
示

で
正
し
い
治
療
を

江　　府第214号－

全
体

川　　　俣
筋　　　野（％／（地区）蓬　莱　晃

表4－肥満者の割合

托
、
女
二
四
・

全
体
　
○
詫
）
、
川
筋

俣
野

地
区
二
六
・
七

詫
（
男
一
四
・

八
霊
、
女
三
三
・

八
詫
）
、
俣
野

川
筋
　
地
区
二
七
二
一

㍍
（
男
九
二

日
光

米
沢

江
尾勘地与

霊
、
女
三
七
・

五
琵
）
で
、
表

四
の
し
め
す
と

お
り
で
す
が
、
日

光
地
区
の
女
性

を
除
い
て
は
、
だ

い
た
い
同
じ
よ

う
を
肥
満
の
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。

藤森史子保健婦

血
圧
で
お
薬
を
飲
ん

で
お
ら
れ
る
方
、
先
生

の
指
示
ど
お
り
飲
ん
で

お
ら
れ
ま
す
か
の
‥

健
診
な
ど
で
様
子
を

お
聞
き
す
る
と
、
「
調

子
が
よ
い
か
ら
飲
ん
で

な
い
。
」
と
自
分
で
勝
手

に
中
止
し
て
い
る
方
が

結
構
あ
り
ま
し
た
。
最

近
、
自
分
で
治
療
を
中

止
し
て
お
ら
れ
た
方
に

脳
卒
中
で
倒
れ
ら
れ
た

方
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
十
分
注
意

さ
れ
る
と
同
時
に
先
生

の
指
示
を
守
り
、
正
し

い
治
療
を
し
て
下
さ
い
。
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死
亡
の
原
因
の
ト
ッ
プ

は
ガ
ン

江
府
町
の
死
亡
者
割
合
（
六
十

二
年
中
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す

四
十
二
人
の
死
亡
者
の
う
ち

一
位
　
悪
性
新
生
物
三
五
・
七

詫
二
五
人
）
、
う
ち
胃

ガ
ン
死
亡
七
人

二
位
　
脳
卒
中
二
六
・
二
だ
（
±
人
）

三
位
　
心
臓
疾
患
九
主
瑳
四
人
）

で
グ
ラ
フ
に
表
わ
す
と
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
成

人
病
と
い
わ
れ
る
疾
病
が
一
位
か

⑳

ら
三
位
ま
で
で
全
死
亡
数
の
七
一

四
％
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

健
診
か
ら
病
気
を
発
見
′

精
密
検
査
が
必
要
を
方
に
対
し

て
医
療
機
関
あ
て
に
紹
介
状
を
出

し
ま
し
た
が
精
密
検
査
結
果
が
か

え
っ
て
き
た
の
が
、
一
三
八
人
中

六
九
人
と
五
〇
霊
の
受
診
率
で
す
。

そ
の
う
ち
”
異
常
な
し
〃
も
し
く
は

〃
定
期
的
に
診
療
を
受
け
れ
ば
良

い
〃
と
い
う
人
は
五
二
二
一
霊
、

治
療
を
必
要
と
す
る
人
が
四
七
・

八
霊
も
あ
り
ま
し
た
。

不
慮
の
事
故
を
避
け
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
で
す
が
病
気
は
日
頃

か
ら
の
健
康
づ
く
り
、
健
康
診
断
で

あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
を
病
気
で
も
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
、
健
康
診
断
は
定
期
的
に
キ
チ

ン
と
受
け
た
い
も
の
で
す
。

＊
必
ら
ず
精
密

検
査
を
．

①健康診断が健康を証明してくれます。（進ん

で機会をのがさず受けましょう）

（診健康診断は毎年受けましょう。（からだの状

態は、毎年かわります）

③総合判定にしたがいましょう。（1つひとつ

の測定値だけでは、病気やからだの状態はき

まりません）

④精密検査を恐れずに受けましょう。（要精密検

査は病気と判定されたわけではありません）

⑤生活管理は健康のもと。

⑥治療は根気よく続けましょう。

（ヨバランスのとれた栄養をとりましょう。（偏

った食事は病気のもと）

⑧からだの休養をとりましょう。

（9ストレスを解消しましょう。

（レクリェーションをどで気分転換をし新し

い活気をはぐくみましょう）

⑲医者と仲良く

（自分のからだについて、気軽に相談できる

医者を持ちましょう）

▲バランスのとれた食事も健康管理のひとつ（食生活改善
推進協議会の勉強会）

ひとこと

健
診
を
受
け
た
の
が
、

積
極
的
な
健
康
管
理
の

第
一
歩
な
ら
そ
の
判
定

を
役
立
て
る
の
は
あ
な

た
自
身
の
意
志
で
す
。

折
角
の
チ
ャ
ン
ス
を
ム

タ
に
し
な
い
で
検
診
の

結
果
が
生
き
た
も
の
に

な
る
よ
う
に
精
密
検
査

を
す
す
め
ら
れ
た
方
は

必
ら
す
う
け
て
ほ
し
い

と
帝
い
ま
す
。

石原由美子保健婦

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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▲謀谷山ですすめられる調査ポーリング

開発

第214号

ボーリング工事進む

泉
源
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
昭

和
六
十
二
年
十
二
月
、
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
株
式
会
社
奥
村
組
広

島
支
店
の
請
負
い
で
事
業
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

、
調
査
地
点
は
、
俣
野
川
発
電
所

建
設
工
事
中
高
濃
度
の
温
泉
成
分

が
検
出
さ
れ
た
一
号
放
水
路
の
上

部
で
篠
谷
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
ま
ず
温
泉
成

分
の
発
見
を
第
一
義
と
し
、
第
二

義
的
に
は
水
量
、
温
度
を
調
査
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
計
画
掘
削

深
度
は
五
〇
〇
㍍
、
工
期
は
五
月

二
十
日
ま
で
で
す
。

温
泉
法
第
二
条
に
よ
る
と
、
温

泉
の
定
義
は
、
温
度
で
あ
れ
ば
摂

氏
二
十
五
度
以
上
の
も
の
で
、
物
質

で
あ
れ
ば
十
九
種
の
い
ず
れ
か
一

つ
の
含
有
量
が
一
定
の
数
字
以
上

あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ら

一
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
垂
炭
酸
ナ
ト
リ

ユ
ー
ム
怒
ら
三
百
四
十
ミ
リ
グ
ラ

ム
（
い
づ
れ
も
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
中
）

あ
れ
ば
温
泉
と
認
定
さ
れ
る
こ
と

に
在
り
ま
す
。

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

町
同
和
教
育
研
究
集
会
を
開
催

「
部
落
差
別
の
早
期
解
決
を
は

か
る
た
め
に
実
践
活
動
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

二
月
十
八
．
日
、
土
井
之
内
会
館
で

町
同
和
教
育
研
究
集
会
が
開
か
れ
、

学
校
、
各
事
業
所
、
団
体
、
町
職

員
を
ど
二
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。大

会
は
、
午
前
中
「
同
和
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
」
と
題
し
て

部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
副

委
員
長
谷
田
彰
氏
の
講
演
を
聴
き
、

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
は
、

他
町
の
小
地
域
懇
談
会
、
地
域
活

動
、
グ
ル
ー
プ
交
流
等
の
取
り
組

み
や
推
進
状
況
に
つ
い
て
発
表
が

行
わ
れ
、
熱
心
に
論
議
を
深
め
ま

し
た
。

ま
た
、
最
後
に
部
落
解
放
な
く

し
て
「
民
主
主
義
」
の
確
立
は
あ

り
え
な
い
と
、
そ
の
実
践
総
意
を

決
議
し
て
盛
会
の
う
ち
に
集
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

▲集会には差別のない民主社会の実現をめざして
200人が参加しました。

●

Soumu
四角形
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坂
道
も
安
心

助
沢
地
区
に
消
雪
装
置

威
力
発
揮

報町府江

昨
年
十
二
月
、
助
沢
地
区
に
消

雪
装
置
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
消
雪
装
置
は
、
地
区
内
を

流
れ
る
水
路
の
水
を
利
用
し
た
流

水
式
の
も
の
で
、
全
長
二
二
三
・

五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

助
沢
地
内
の
町
道
助
沢
線
は
急

傾
斜
で
冬
期
間
は
積
雪
や
凍
結
で

車
の
走
行
な
ど
心
配
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
冬
は
暖
冬
で
降
雪
も
少
を

か
っ
た
も
の
の
二
月
か
ら
の
積
雪

に
は
威
力
を
発
揮
、
地
区
の
み
な

さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
坂
道
も

安
心
」
と
好
評
で
す
。

ト
講
演
を
行
う
国
保
連
合
会

山
本
久
夫
事
務
局
次
長

⑳
健康と医療をテーマに

老人保健講演会を開催

お年よりの福祉対策の一つとして老人

保健制度がスタートして5年になります。

高齢化社会といわれる現代、70歳以上

のお年よりの医療費は全体の4割を占め

るといわれ、高齢化の進行は医療費の増

加に大きくかかわり、制度見直しの大き

を要因でもあります。こうした現状につ

いて考えてもらおうと2月23日、土井之

内会館で老人保健講演会が開かれました。

講演会では、鳥取県国民健康保険団体

連合会事務局次長の山本久夫氏が「老人

の健康について」と題する講輝を行い、
明徳学園生ほか約150人の参加者は、

健康と医療をテーマにした講演に熱心に

聞き入っていました。

▲威力を発揮する町道助沢線消雪装置

西
ノ
島
町
▲
1
江
府
町

親
善
交
歓
ス
キ
ー
教
室

祁

今
年
も
二
月
十
五
日
か
ら
三
日

間
、
西
ノ
島
町
の
黒
木
・
美
田
、

浦
郷
の
三
小
学
校
か
ら
六
年
生
七

十
六
人
が
江
府
町
を
訪
れ
、
奥
大

山
ス
キ
ー
場
で
町
内
小
学
校
児
童

と
の
親
善
交
歓
ス
キ
ー
、
も
ち
つ

き
大
会
、
み
か
ん
ひ
ろ
い
、
雪
上

ゲ
ー
ム
を
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

雪
の
積
も
ら
を
い
隠
岐
ノ
島
で

は
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
児
童
が

人

が

来

町

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ス
キ
ー
教
室

が
終
る
頃
に
は
皆
一
人
で
滑
れ
る

く
ら
い
に
上
達
し
ま
す
。

こ
の
ス
キ
ー
教
室
は
、
今
年
で

九
回
目
、
西
ノ
島
と
姉
妹
町
縁
組

を
結
ん
で
以
来
、
夏
は
西
ノ
島
町

で
海
水
浴
、
冬
は
江
府
町
で
ス
キ

ー
教
室
と
、
お
互
い
の
自
然
を
生

か
し
た
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

▲初すべりを楽しむ西ノ島の子供たち

Soumu
四角形
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4
月
か
ら

保
険
料
が
，

－0
円
に

7

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

一
関
㌍
㌔
銅
拍
…
㌍
相
川
℃

報
　
七
、
七
〇
〇
円
に
を
り
ま
す
。

第214号

付
加
保
険
料
は
、
今
ま
で
ど
お

り
月
額
四
〇
〇
円
の
ま
ま
で
変
わ

り
ま
せ
ん
。

年
金
の
額
は
、
高
齢
化
社
会
が

よ
り
進
む
将
来
に
お
い
て
も
、
生

酒
の
支
え
と
な
る
よ
う
、
一
定
の

水
準
を
保
つ
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
、
保
険
料
も
段
階
的
に
改
定

が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
の
は
、
自
営
業
者
を
ど

の
人
（
第
一
号
被
保
険
者
）
だ
け

で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
　
（
第
二
号
被

保
険
者
）
や
、
そ
の
被
扶
養
配
偶

者
で
あ
る
奥
さ
ん
（
第
三
号
被
保

険
者
）
は
、
ご
主
人
の
加
入
す
る

職
場
の
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
を
ど
）
が
保
険
料

を
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の
で
、

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
は
、
そ
の
と
き
ど
き

の
働
く
若
い
人
が
お
年
よ
り
を
支

え
て
い
く
世
代
と
世
代
の
助
け
合

い
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
改
定
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
月
々
納
め
る

の
が
め
ん
ど
う
を
人
は
、
一
年
間

分
、
ま
た
は
定
め
ら
れ
た
期
間
分

に
つ
い
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。た

と
え
ば
、
定
額
保
険
料
を
今

年
の
四
月
か
ら
来
年
の
三
月
ま
で

の
一
年
間
を
月
々
納
め
る
と
、
九

二
、
四
〇
〇
円
で
す
が
、
こ
の
一

年
間
分
を
前
納
す
れ
ば
、
九
〇
、

一
七
〇
円
と
在
り
、
二
、
二
三
〇

円
も
安
く
を
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
便
利
で
有
利
な

前
納
制
度
を
晴
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
．
勧
め
し
ま
す
。

㌍警≡義報謝鯨遥匪こ二二二二二裏義鑑三ご＝＝二二讐

臭
大
山

チ
ロ
ル
の
㈲

里
だ
よ
り

●
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ス
ト
ア

商
業
活
動
の
振
興
対
策
と
し
て

町
内
消
費
の
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
大
山
環
状
道
路
に
よ
る
自

動
車
で
の
本
町
へ
の
入
り
込
み
客

は
年
間
概
算
で
二
百
万
人
そ
し
て

中
国
横
断
道
開
通
後
は
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
三
百
万
人
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
現
在
国
道
一
八
一
の
交

通
量
は
年
間
、
三
百
二
十
万
台
、

通
過
人
口
は
、
約
四
百
八
十
万
人

で
す
。こ

の
通
過
客
を
対
象
と
し
た
店

舗
形
態
が
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ス
ト

ア
で
す
。
客
は
、
自
動
車
に
乗
っ

た
ま
ま
で
商
品
の
選
択
、
受
取
り

代
金
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

米
子
市
内
で
も
K
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
、
M
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
す
で

に
こ
の
方
式
を
と
り
入
れ
て
い
ま

す
。山

岳
道
路
、
国
道
沿
い
に
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
ス
ト
ア
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
本
町
商
業
の
活
性
化
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の

で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
　
高
額
医
療
費
貸
付
制
度

無
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す

被
保
険
者
や
被
扶
養
者
の
み
を

さ
ん
が
病
気
に
な
っ
て
病
院
等
で

診
察
を
受
け
、
支
払
っ
た
医
療
費

が
高
額
と
を
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
額
か
ら
五
万
四
千
円
（
町
民
税

非
課
税
世
帯
三
万
円
）
を
差
し
引

い
た
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
高
額
療
養
費
の
支
給

は
、
病
院
等
の
診
療
報
酬
明
細
書

に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、

受
診
後
約
三
ケ
月
程
度
か
か
り
ま

す
。
そ
し
て
多
額
の
医
療
費
が
必

要
と
在
れ
ば
、
家
計
の
負
担
が
大

き
く
安
心
し
て
受
診
も
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
座
の
医
療

費
を
支
払
い
に
あ
て
る
た
め
の
資

金
が
無
利
子
で
借
り
ら
れ
、
適
切

を
療
養
の
確
保
と
家
計
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
の
制
度
が
こ
の

高
額
医
療
費
貸
付
制
度
で
す
。

○
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人

江
府
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
高
額
療
養
費
の
支
給
対
象

者○
貸
付
の
限
度

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

る
額
の
十
分
の
九
の
額
と
し
、
そ

の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
、
そ
の
額
を
切
り
捨
て

た
額
で
高
額
療
養
費
支
給
ま
で
の

期
間
（
約
三
ケ
月
）

○
申
込
の
方
法

医
療
機
関
が
出
し
た
請
求
書
、

印
鑑
、
保
険
証
を
も
っ
て
役
場
民

生
課
国
保
係
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

ヽ

一

〇

I
V
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⑳

大
丈
夫
？
あ
な
た
の
火
の
用
心

4

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
2
月
2
9
日
～
3
月
1

3
日

5
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日

ま
で
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
で
す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
、
あ

な
た
の
火
の
用
心
。
少
し
で
も
気
に

な
っ
た
ら
火
の
元
を
確
か
め
る
、
こ

う
し
た
日
ご
ろ
の
努
力
が
生
命
と
財

産
を
守
り
ま
す
。

報

一
日
に
四
億
一
千
万
円
の

町
　
財
産
が
灰
に

府
　
昭
和
六
十
一
年
に
発
生
し
た
全
国

の
火
災
件
数
は
六
万
三
千
二
百
七
十

江
　
二
件
で
、
一
時
間
に
約
七
作
の
火
災

に
な
っ
た
勘
定
で
す
。

出
火
原
因
の
大
半
は

あ
な
た
の
注
意
で
防
げ
る

と
こ
ろ
で
出
火
原
因
で
す
が
、
火

の
不
始
末
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
た

ば
こ
の
火
を
は
じ
め
、
た
き
火
、
こ

ん
ろ
、
火
遊
び
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
い

ず
れ
も
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
れ
ば

防
げ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

消
防
庁
は
、
「
火
の
用
心
七
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
次

の
点
を
守
っ
て
火
災
予
防
運
動
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

6
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

7
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

が
ど
こ
か
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
驚
き
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
放
火
に
よ

る
自
殺
者
を
除
く
と
千
二
百
五
十
七

人
。
こ
の
う
ち
、
六
十
一
歳
以
上
の

高
齢
者
と
、
五
歳
以
下
の
乳
幼
児
お

よ
び
病
気
、
身
体
不
自
由
の
人
が
全

体
の
半
数
以
上
を
占
め
、
出
火
の
際

と
っ
さ
に
逃
げ
ら
れ
な
い
弱
者
の
死

亡
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火

災
に
よ
る
損
害
も
大
き
く
、
一
日
当

た
り
約
四
億
一
千
万
円
の
財
産
が
灰

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

2
円
閑
告
㌍
ラ
イ
タ
ー

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
合
い
募
金

十
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
と
十
二
月
か
ら
は
じ

ま
っ
た
歳
末
た
す
け
合
い
募
金
は
、

各
部
落
区
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
母

子
会
員
等
の
奉
仕
を
頂
き
、
各
事

業
所
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
て
総
額
一
四
五
万
八
、
八

八
四
円
の
心
温
ま
る
善
意
の
お
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
生
委
員
協
議
会

の
審
議
を
経
て
、
町
内
の
該
当
世

帯
と
本
町
出
身
で
福
祉
施
設
入
所

の
み
を
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り

し
ま
し
た
。

直
接
奉
仕
下
さ
っ
た
方
々
、
ご

協
賛
い
た
だ
い
た
全
町
の
み
を
さ

ま
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

八
八
万
五
、
三
八
四
円

（
目
標
額
に
対
し
て

二
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
）

・
歳
末
た
す
け
合
い
募
金

五
七
万
三
、
五
〇
〇
円

3

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

ト
火
災
予
防
は
日
ご
ろ
の
心
が
ま
え

と
訓
練
が
大
切

（
消
防
団
連
合
演
習
）

㈱東京法規出版発行〟健康なるほどクイズより〝
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人の動き

1月届け

［
招
け
昌

－
ご
ざ
い
ま

一
月
中
寄
託
分

己
た
血

本
　
五
　
岡
田
　
節
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
し
上
げ

ま
す
。

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

報町府江

本
　
五

洲
河
崎

御
　
机

本
一

新
　
二

藤藤川浦川
森田上部端
美誠友達昇
貴美和洋一

語至芸嘉稔
長二長長長
女男男男男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

錮
踊
久
㍍
）
鍼
市
平
野
区
か
ら

和
昭
謂
）
錮
印
水
内
郡
か
ら

齢
銅
浩
‰
）
㍍
頼
り

『
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

御
机
小
椋
琴
乃
7
7
歳
郁
夫
宅

洲
河
崎
浦
部
五
月
5

3
歳
千
萬
代
宅

深
山
口
下
原
羅
久
代
8
7
歳
道
男
宅

新
一
賀
本
ま
さ
よ
7
9
歳
淑
男
宅

第214号

■
香
典
返
し
と
し
て

深
山
口
　
下
原
　
道
男
　
殿

（
母
羅
久
代
様
ご
逝
去
）

新
一
賀
本
　
淑
男
　
殿

（
母
ま
さ
よ
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
小
椋
　
郁
夫
　
殿

（
母
琴
乃
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

大
河
原
　
野
田
　
美
智
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
　
理
也
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
加
藤
　
美
香
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
遠
藤
　
功
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
福
羅
　
修
二
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
井
上
　
マ
ス
エ
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
藤
原
　
広
秋
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
高
木
　
哲
也
　
殿

八
様
退
院
）

⑳

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
二
月
末
累
計
額

四
、
四
八
五
、
四
九
九
円

2
、
一
月
中
寄
託
額

一
四
三
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

退
院
内
祝
　
九
三
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額

を

　

し

4
、
一
月
末
累
計
額

四
、
六
二
八
、
四
九
九
円

緑化強調期間

（3月1日～5月31日）

（
国
儀
健
康
タ
イ
彗

言
え
と
解
説

跨
㊥
鵡
盛

一
日
や
二
日
運
動
を
休
ん
だ
か

ら
と
い
っ
て
体
力
や
筋
力
が
衰
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り

が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
、
疲
労
が
残
っ

て
い
た
ら
翌
日
は
休
む
と
い
う
よ

う
を
、
柔
軟
な
考
え
方
が
大
切
で

す
。た

だ
一
週
間
に
一
度
で
は
や
ら

を
い
の
と
同
じ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
週
に
一
回
し
か
テ

ニ
ス
が
で
き
な
い
よ
う
を
場
合
、

他
の
三
、
四
日
は
速
足
歩
き
を
十

分
か
ら
二
十
分
実
行
す
る
な
ど
し

て
、
根
気
よ
い
体
力
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

体
力
づ
く
り
の
最
大
の
目
的
は

全
身
の
持
久
力
（
ス
タ
ミ
ナ
）
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
酸
素
を
体
内
に
を
る
べ
く
多
く

取
り
込
む
こ
と
が
必
要
。
そ
う
す

れ
ば
、
肺
の
換
気
効
率
が
よ
く
な

り
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
作
用
は
強
ま

り
、
若
々
し
い
血
管
を
保
つ
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
　
（
有
酸
素
運
動
）
の
考
え
方

で
す
。エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
①
一
定
時

間
運
動
を
持
続
す
る
②
ゆ
っ
く
り

と
し
た
全
身
運
動
③
一
定
の
距
離

を
こ
を
す
運
動
－
こ
の
三
条
件
を

満
た
せ
ば
、
種
目
は
い
っ
ぱ
い
。

速
足
歩
き
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
、
縄
と
び
な

ど
を
楽
し
み
を
が
ら
ぞ
ん
ぶ
ん
に

酸
素
を
吸
っ
て
く
だ
さ
い
。

日常気軽にできる運動

ふ
と
ん
の
中
で
、
の

び
を
し
て
両
足
を
そ

ろ
え
、
そ
の
ま
ま
上

体
を
積
に
曲
げ
る

甜
電
車
の
中
で
爪
先
立

ち
を
繰
り
返
す
。
吊

り
皮
を
離
し
て
の
バ

ラ
ン
ス
立
ち
も
有
効

後
頭
部
に
両
手
を
回

し
、
腰
か
け
た
イ
ス

か
ら
立
ち
上
が
る
。
2

秒
に
1
回
の
テ
ン
ポ瀞

入
浴
後
の
タ
オ
ル
体

操
。
上
の
壬
宣
下
の
手

を
思
い
き
り
引
っ
張

り
上
げ
る
。
左
石
亡
も
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